
２０２６年度新規 【広島会場】  

 

登録ＡＬＣ基幹技能者講習 修了試験 

問 題 
 

 

１． 試験時間：６０分 

２． 問 題 数：２５問（四者択一式：「最も不適当」なものを選ぶ） 

３． 注意事項 

(1) 試験開始の合図があるまで、この問題冊子はあけないでください。 

(2) 受講番号と氏名を解答用紙の所定の欄に正しく記入してください。記入がない場合や正しく

ない場合は不合格となることがあります。 

(3) 本冊子のページ数（問題記載ページ：１～８ ページ）と試験問題数（２５問）を確認してくださ

い。 

落丁、乱丁、印刷不鮮明な箇所などがあった場合には、黙って手を挙げてください。 

(4) 机の上に置くことができるものは、「受講票」、「黒の鉛筆又はシャープペンシル」、「消しゴ

ム」、「時計（携帯電話など、他の機能がないもの）」、「色鉛筆・マーカーなどの印を付けるた

めの筆記用具」です。 

(5) 電子式卓上計算機、携帯電話の計算機能、その他これと同等の機能を有するものは、使用で

きません。 

(6) 解答の方法は、次のとおりです。 

① 正解（最も不適当なもの）を選択肢１～４の中から１つだけ選び、黒の鉛筆又はシャープペ

ンシルで、解答用紙の解答欄に、その番号を記入してください。 

② 解答を訂正する場合は、消しゴムできれいに消した後、新しい番号を記入してください。 

(7) 試験中、質問などがあるときは、黙って手を挙げてください。ただし、試験問題の内容、漢字

の読み方などに関する質問にはお答えできません。 

(8) 試験開始３０分以降は、退室することができます。退室時は黙って手を挙げて試験監督者の

指示に従ってください。 

(9) 試験終了の合図があったら、筆記用具を置き、試験監督者の指示に従ってください。 

(10) この問題冊子は、持ち帰ることができます。なお、全会場の問題は全ての講習が終了した後

に、正解と共にＡＬＣ協会のウェブサイトで一定期間公開します。 

(11) 試験開始の合図で始めます。 

 

 

一般社団法人 ＡＬＣ協会 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



問題１ 登録基幹技能者制度の意義と役割に関して、最も不適当なものはどれか。 

１． 建設工事では、生産性の向上を図り、品質、コスト、安全面で質の高い施工を確保することが

重要である。 

２． 建設現場では、直接生産活動に従事する技能労働者、とりわけその中核をなす職長等の果

たす役割が重要となる。 

３． 登録基幹技能者は、熟達した作業能力と豊富な知識を持っているものである。 

４． 登録基幹技能者は、単純な作業をできる限りゆっくりと進めるための調整能力に優れた技能

者である。 

 

 
 

問題２ 建設技能者の職業能力基準やキャリアパスに関して、最も不適当なものはどれか。 

１． レベル１は、見習い技能者である。 

２． レベル２は、一人前の技能者である。 

３． レベル３は、デザイナーとして従事できる技能者である。 

４． レベル４は、高度なマネジメント能力を有する技能者である。 

 

 

 

問題３ 登録基幹技能者制度の活用における公共工事の総合評価項目に関して、最も不適当なも

のはどれか。 

１． 社会性 

２． 企業の施工能力 

３． 企業の技術力 

４． 担当技術者の自由度 

 

 

 
問題４ 登録基幹技能者が担うべきOJT等に関して、最も不適当なものはどれか。 

１． OJTは、On the Job Training のことである。 

２． Oｆｆ-JTは、East Japan Railway Companyのことである。 

３． OJT は、職場の上司が部下の育成のために、日常の作業を通して行う指導・教育である。 

４． Oｆｆ-JTは、日常の仕事を離れて行われる集合研修・教育である。 

 

 

 

問題５ 登録基幹技能者としての倫理・法令の遵守に関して、最も不適当なものはどれか。 

１． コンプライアンスは、法令遵守のことである。 

２． コンプライアンスは、企業の社会的責任である。 

３． コンプライアンスは、組織の社会的責任である。 

４． コンプライアンスは、交通ルールを守ることである。 
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問題６ 下に示すネットワーク工程表に関する次の記述に関して、最も不適当なものはどれか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１． E作業、F作業及びG作業は、並行して行うことができる。 

２． K作業のフリーフロート（FF）は１日である。 

３． この工事全体は、最短３０日で終了する。 

４． E作業の所要日数を１日短縮すると、この工事全体の作業日数は、１日の短縮となる。 

 

 

 

問題７ 工程計画において、労務量の平準化を行う目的で労務の配分を示した山崩図に関して、 

最も不適当なものはどれか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山崩図 

 

１． この工程における最大作業人数は、１日目と４日目の７人である。 

２． この工程における最小作業人数は、７，８，９日目の６人である。 

３． 作業C→D→Eはクリティカルパスを示している。 

４． この現場の工期は９日である。 
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問題８ わが国の建設業における労働災害の現状についての次の記述に関して、最も不適当なも

のはどれか。 

１． 建設業の安全対策が難しい理由の一つとして、多業種の専門工事業者が作業しているた

め、各作業間の連絡・調整を図るのが困難であることが挙げられる。 

２． 建設工事全体の死亡事故の型別でみると、飛来落下等による事故が４４％と圧倒的に多い。 

３． わが国の建設業における近年の死亡者数は、年に２００人を超える。 

４． 労働災害とは、作業員の就業に係る建設物、仮設構造物、設備、原材料等によるものと、作

業行動その他の業務に起因して作業者が負傷し、疾病にかかることや死亡することである。 

 

 

 

問題９ 建設業において良く用いられる情報技術（ICT）に関して、最も不適当なものはどれか。 

１． 建設工事における３次元計測技術には、写真測量がある。 

２． 建設工事における３次元計測技術には、レーザースキャナ測量がある。 

３． 建設工事における基準点計測技術には、GNSS測量がある。 

４． 建設工事における基準点計測技術には、平板測量がある。 

 

 

 

問題１０ 施工計画と施工管理に関して、最も不適当なものはどれか。 

１． 登録基幹技能者としての職務を遂行するためには、施工計画作成の目的、施工管理の内容

について、その全体像を知っておくことが重要である。 

２． 施工計画作成の目的は、５つの施工手段（５Ｍ）を用いて、発注者の要求する品質の工事目

的物を、工期内に、経済的かつ安全に、さらに環境に配慮しながら完成させるための施工方

法を決定することである。 

３． 施工管理とは、工事現場の五大管理のうち、工程を選び管理することである。 

４． 施工管理の究極の目的は、品質（より良く）、工期（より早く）、価格（より安く）の三要素に集約

される。 

 

 

 

問題１１ 施工要領書の周知方法に関して、最も不適当なものはどれか。 

１． 職長など一部の作業員のみに説明する。 

２． 安全、品質、工程の管理上の急所を入れて説明する。 

３． 他職種との関連工事について説明する。 

４． 設備の設置時期、設置方法について説明する。 
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問題１２ 見積原価の管理に関して、最も不適当なものはどれか。 

１． 土質、周囲の環境、近隣協定、駐車場の有無など、自社の施工に影響する現場条件を注意

深く確認する。 

２． 設計図書で、不明確な点や図面間の相違点などがあれば、あらかじめ質疑する。 

３． 材料は支給か、取り合い部分の施工はどの業者が施工するか、どんな書類の提出があるか

など、施工範囲は重要な確認事項であり、原価には直結する。 

４． 想定されるリスクがある場合では、契約後に打合せする。 

 

 

 

問題１３ 専門工事業者の予算実績管理に関して、最も不適当なものはどれか。 

１． 実行予算と実績を比較して、予定通りに進めることが予算実績管理である。 

２． 現場においては、特に施工量に対する人工数の目標を管理することが品質管理上必要であ

る。 

３． 原価管理では、まず元請対応が重要であり、契約した工事がスムーズに行くように、先を見通

して元請と打合せする。 

４． 作業が滞ったり手戻りとなったりすれば、余計な人工がかかって原価を圧迫してしまうことに

なるので、他の外注業者との調整も必要である。 

 

 

 

問題１４ 設計品質と施工品質に関して、最も不適当なものはどれか。 

１． 品質には設計段階で定める設計品質（ねらいの品質）と、施工段階で実現する施工品質（出

来栄えの品質）がある。 

２． 発注者が設計品質を最終的に施工品質で実現する。 

３． 設計品質の内容と決め方には、「仕様規定」と「性能規定」がある。 

４． 「仕様規定」は、求める品質がより具体的に表現され、その成否の判断も明快であるが、施工

に関わる技術革新や経済・社会の変化への柔軟な対応が難しいという指摘がある。 

 

 

 

問題１５ 契約不適合責任に関して、最も不適当なものはどれか。 

１． 民法改正によって、２０２０年４月１日以降の請負契約に関しては、「瑕疵」から「契約の内容に

適合しないもの」への文言が改められた。 

２． 「契約不適合責任」として、履行の追完（補修などの実施を求める請求）と追加代金増額請求

が規定された。 

３． 契約不適合責任の担保期間について、改正民法は、注文者がその不適合を知ったときから

１年以内にその旨を通知しないときは、履行の追完や代金減額請求などの救済を受けること

ができないとした。 

４． 「公共工事標準請負契約約款」などでは、木造などの工作物又は地盤や石造、コンクリ―ト

造などの工作物といった材質の違いによる担保期間が民法上廃止されたことを踏まえ、約款

において契約不適合の責任期間を引渡しから２年とし、設備機器などについてはその性質

から１年とした。 
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問題１６ ＱＣ７つ道具に関して、最も不適当なものはどれか。 

１． チェックシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． パレート図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３． ヒストグラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４． 管理図 
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問題１７ 建設業法に関して、最も不適当なものはどれか。 

１． 建設工事の請負契約の当事者は、各々対等な立場における合意に基づいて公正な契約を

締結し、信義に従って誠実にこれを履行しなければならない。 

２． 建設工事の契約の締結に際して工事内容や請負代金の額などを書面に記載し、署名又は

記名押印して相互に交付しなければならない。 

３． 注文者は自己の取引上の地位を利用して、その注文した建設工事を施工するために通常必

要と認められる原価に満たない金額を請負代金の額とする請負契約を締結してはならない。 

４． 注文者は、その注文した建設工事を施工するために通常必要と認められる期間に比して著

しく短い期間を工期とする請負契約としてはならないが、工期に影響を及ぼす事象に関して

はその情報を提供する必要はない。 

 

 

 

問題１８ ALCパネルの種類の説明に関して、最も不適当なものはどれか。 

１． 一般パネル：小口面の形状が四角形であるものをいう。 

２． コーナーパネル：小口面の形状がL形で主として建物の出隅などに用いるパネルをいう。 

３． 平パネル：パネルのうち表面に意匠加工のないものをいう。 

４． 意匠パネル：パネルのうち表面にタイルや石材等をパネル製造業者にて張り付けたものをい

う。 

 

 

 

問題１９ 耐火構造に要求される性能として、最も不適当なものはどれか。 

１． 非損傷性 

２． 遮熱性 

３． 軽量性 

４． 遮炎性 

 

 

 

問題２０ 横壁アンカー構法に関して、最も不適当なものはどれか。 

１． 横壁アンカー構法は、鉄骨造及び鉄筋コンクリート造、コンクリートブロック造の建物に適用さ

れる。 

２． ALCパネル内部のアンカーにボルトを使って締結された取付け金物を、定規アングルなどの

下地鋼材に溶接などにより固定する。 

３． 取付け金物には、イナズマプレートR、自重受け金物などがある。 

４． ALCパネル重量を３～５段ごとに定規アングルなどに取り付けた自重受け金物により支持す

る。 
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問題２１ ALCパネルの種類と寸法の説明に関して、最も不適当なものはどれか。 

１． 間仕切壁用ALCパネルの最大支点間距離は、パネル厚さの４５倍である。 

２． 外壁用ALCパネルの最大支点間距離は、パネル厚さの３５倍である。 

３． 屋根用ALCパネルの最大支点間距離は、パネル厚さの３０倍である。 

４． 床用ALCパネルの最大支点間距離は、パネル厚さの２５倍である。 

 

 

 

問題２２ 外壁用ALCパネルの支持方法に関して、最も不適当なものはどれか。 

１． ALCパネルの支持方法は、原則として両端支持の単純梁とする。 

２． 縦壁のパラペット部においては、ALCパネルの厚さの９倍以下の範囲であれば、はね出して

使用することができる。 

３． 縦壁および横壁の下がり壁においては、下がり壁部分に補強鋼材を設けてALCパネルを支

持する。 

４． 縦壁および横壁の下がり壁においては、ALCパネル最下部に補強鋼材を設けてパネル重量

を支持する。 

 

 

 

問題２３ 外壁用ALCパネルの施工図に明記する項目として、最も不適当なものはどれか。 

１． 基準線、基準線からのALCパネルの位置、開口の位置と大きさ。 

２． 補強鋼材の位置、部材寸法。 

３． ALCパネルの取付け方法を示す詳細図。 

４． 壁面内装側の構成を詳細に示す展開図。 
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問題２４ ALCパネルの揚重・運搬・仮置きを行う道具に関して、名前と写真の組み合わせとして  

最も不適当なものはどれか。 

１． 三角スリング 

    
 

 

２． ナイロンベルトスリング 

    
 

 

３． ハンドパレットトラック 

    
 

 

４． 二輪運搬車 

    
 

 

 

問題２５ ALCパネルの工事検査で確認する項目に関して、最も不適当なものはどれか。 

１． 下地鋼材の取付け検査。 

２． ALCパネルの傷および欠け等の検査。 

３． シーリング工事に関する検査。 

４． 躯体精度の検査。 
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